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今日の我が国の経済的発展を根底で支えた

製造業の技術・技能者は，多くが工業高校出

身者であることは言うまでもない。今後も，

資源のない我が国の産業・経済を支えるのは

「ものづくり」を中心とする製造業であり，

そこで働く人材を育成している工業高校は，

これからも大きな役割を果たして行くと思わ

れる。

本年は，工業高校への求人状況が昨年まで

より回復傾向にある。これは，中国経済や国

内の情報家電の好調さを反映しており，生徒

にとって先行きの明るい話題である。また，

国においては「若者自立・挑戦プラン」の強

１．はじめに
ける現状をいくつか上げながら，新しい時代

に対応した工業高校の重視すべき方向を探り

たい。

学校基本調査速報によると，平成１６年度の

高校在籍者は約３７１万９千人であり，そのう

ち工業科の生徒数は約３１万７千人と８.５％を占

めており，普通科（７２.８％）に次いで多い割

合である。生徒数の割合としては，ここ１０年

間ほぼ一定であり，少子化がすすむ中，各都

道府県において工業教育が重視されているこ

との現れであろう。

また，近年の少子化による生徒数減には，

今まで，学級減や小学科の統廃合等で対応し

２．工業高校の現状についての認識と課題
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化として，将来の地域社会の担

い手となる専門的職業人を育成

するのは専門高校と位置づけ，

さまざまな施策を講じようとし

ており，専門高校への追い風を

感じているところである。

しかし，このような明るい話

題とともに，学校においては毎

日の生徒指導の問題をはじめ，

学校の在り方自体が問われる時

代であり，さまざまな問題が山

積していることも事実である。

ここで，現在の工業高校にお 図１　高等学校の学科別生徒数（本科）

普通科
２,７００,３３０人
（７２.８％）

３,７１１,０６２人
（１００.０％）

工業科
３１７,２５９人
（８.５％） 商業科

２８０,１２３人
（７.５％）

総合科
１２０,１２９人（３.２％）

その他の学科
１０２,６１４人（２.８％）

農業科
１０１,８５０人（２.７％）

家庭科
５６,５８１人（１.５％）

看護科
１３,３９２人（０.４％）

水産科
１１,２８７人（０.３％）
福祉科
５,５７９人（０.２％）
情報科
１,９１８人（０.１％）



てきた。今後は，周辺の高校などとの統合の

時代に突入していることを認識する必要があ

る。

卒業後の進路状況では，進学者が増加傾向

にある。「氷河期」ともいわれる厳しい就職

状況とともに，大学等への全入時代を控えて

おり，今後もこの傾向は

続くものと思われる。

また，定時制において

も工業科は全国の多くの

高校に設置されている。

近年，単位制の昼間定時

制などの新しいタイプの

学校が増えつつある。従

来からの勤労青少年のた

めの定時制教育から，多

様な生活体験を持つ生徒

や幅広い年齢層の生徒に

も対応できる教育へ変わ

ろうとしており，各学校

がいろいろ努力している

状況にある。

このような現状は，そ

のまま課題となる事柄で

あるが，あえて，次のよ

うな問いを考えてみた。

このような問いに，教

員一人ひとりが自分自身

の課題ととらえ，自信を

持って答えられるように
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工業科の生徒数及び学校数の推移 学校基本調査から

○どのような学校づくり，または，どの

ような生徒を育成するのか。

○多様な生徒が入学する中，生徒の学力

や意欲の低下等に対して対策を講じて

いるか。

○施設・設備の老朽化，産業の技術革新，

技術の高度化に，どのような対応をし

ているのか。

○学校で教えている内容と，地域の即戦

力となるべく求められている内容は同

一か。
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していかなくてはならない。

今後の工業教育について，どのようなこと

を重視していくべきかを述べてみたい。

a地域から喜ばれる工業高校

現在は，全体に求められる力と地域の専門

分野で活躍する人材に求められる力を，明確

に分けて考える必要がある。また，「若者自

立・挑戦プラン」において，『専門高校は地

域社会の専門的職業人の育成を行う』とされ

たが，地域企業は勿論，地域の方々がどのよ

うな工業高校卒業生を望んでいるかを，もう

一度見直す必要がある。それには，「地域か

ら望まれる生徒像」というものを明らかにし，

生徒が身に付けるべき学習内容を明確にする

必要がある。さらに，専門の学習内容が実際

の社会でどのように役立っているのか，社会

において求められるコミュニケーション能力

なども，きちんと整理しておく必要がある。

b教員が勤めがいのある学校

当たり前のことであるが，教員が勤めがい

のない学校には，生徒も魅力を感じないし，

校内の雰囲気も活気がない。

教員は，学校で生徒に専門教科をはじめ，

さまざまなことを学ばせたり，生徒が将来社

会に出たとき困らないように指導したりする

ことが仕事である。言い換えると，「将来の

スペシャリスト」を「教えるプロフェショナ

ル」集団が専門高校である。そのためには，

日々研修を重ねる必要がある。また，次代の

中核となる教員の育成（全国の工業科教員は，

３．今後，重視するべきこと

４５歳以上が約５２.７％を占めている。Ｈ１３学校

教員統計調査報告書の公立学校教員の工業専

修・１種免許保持者から推計）も含め，研修

を計画的に行う必要があるのではないか。

ここまで，私の教員経験と，さまざまな先

生方からお聞きしたご意見等から述べさせて

いただいた。各地域に根ざした工業高校であ

るので，それぞれの学校ごとに抱えている課

題や状況は，一つ一つ異なることと思われる。

また，現在は朝令暮改が当たり前というよう

な変化の激しい時代であるため，学校を取り

囲む状況も刻々と変わっていることも常に認

識しておかなくてはならない。今，何をした

らよいのか，何をするべきなのかを，各自が，

「間断なき見直し」を常に問う姿勢が必要で

ある。これらのことは，工業高校ばかりでな

く，小学校からの学校教育全体にいえること

である。「あれがない，これが足りない」と

いうだけでなく，与えられた条件・環境の中

で最大限の成果を上げる努力をすることが大

切であろう。

また，地域の要望によって設立された工業

高校が数多くあるが，設立された当時と，地

域の産業構造・就業構造が変化している中

で，学科改編等により教育内容の見直しを行

ってきた。大きな改編ばかりでなく，生徒や

地域の変革に応じた学習内容になっている

か，常に足元から見直す必要がある。今後も，

卒業していく生徒が「工業高校で学んで良か

った」また，地域の会社や市民が「○○工業

高校の卒業生なら大丈夫だ」と言っていただ

けるような学校になっていただきたい。

４．おわりに
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